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高

中
国
少
数
民
族
の
女
性
問
題
は
中
国
の
女
性

問
題
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
世
界
の
女
性
問

題
の
重
要
な
テ
ー
マ
と
な

っ
て
い
る
。

一
九
九

三
年
、
中
国
の
中
央
民
族
大
学
で

「少
数
民
族

婦
女
研
究
中
心
」
(少
数
民
族
女
性
研
究
セ
ン

タ
ー
)
が
成
立
し
、
ま
た

一
九
九
四
年
、
研
究

セ
ン
タ
ー
の
成
立

一
周
年

の
際
に
、
「少
数
民

族
婦
女
問
題
研
討
会
」
(少
数
民
族
女
性
問
題

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
)
を
招
集
し
、
教
育
問
題
の
核

心
を
な
す
少
数
民
族
女
性
問
題
に
対
し
て
広
汎

な
討
議
が
行
わ
れ
た
。
会
議
に
お
い
て
発
言
が

及
ん
だ
問
題
は

「中
国
教
育
報
」
(中
国
教
育

新
聞
)
や
中
国
国
際
広
播
電
台

(中
国
国
際
ラ

ジ
オ
放
送
局
)
等
の
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
に
お
い

て
重
視
さ
れ
た
。

一
九
九
五
年
九
月
、
第
四
回

世
界
女
性
会
議
が
北
京
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、

政
治
学

・
教
育
学

・
社
会
学

・
人
口
学
等
の
立

場
か
ら
、
中
国
の
女
性
問
題
研
究
に
対
し
て
さ

ら
に
新
た
な
課
題
が
数
多
く
出
さ
れ
た
。
『中

国
少
数
民
族
婦
女
問
題
研
究
」
は
、
第
四
回
世

界
女
性
会
議
が
推
し
進
め
ら
れ
る
中
で
、
「少

数
民
族
女
性
問
題
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
に
よ
る
発

言
を
基
礎
と
し
、
さ
ら
に
中
央
民
族
大
学
女
性

教
授
連
絡
友
誼
会
が
開
催
し
た

「平
等
与
発
展
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婦
女
問
題
研
究
討
論
会
」
("平
等
"
と

"開
発
"

女
性
問
題
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
)
に
お
け
る
論
文
を
、

一
九
九
六
年
十

一
月
中
央
民
族
大
学
が
出
版

・

発
行
し
た
特
集
テ
ー
マ
の
論
文
集
に
お
い
て
収

め
た
も

の
で
あ
る
。

現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
中
国
国
内
の
少
数
民

族
女
性

問
題
に
関
す
る
研
究
は
、

一
般
の
記

事

・
エ
ッ
セ
イ

・
紹
介
の
レ
ベ
ル
の
も
の
で
あ

り
、
例
え
ば
、
『中
国
婦
女
伝
説
故
事
」
(中
国

女
性
の
伝
説

・
物
語
)
(李
蒙
編
、新
華
出
版
社
、

一
九
八
五
年
)
な
ど
は
少
数
民
族
婦
女
の
風
俗

習
慣
の
紹
介
を
中
心
と
す
る
文
集
で
あ
り
、
ま

た
少
数
民
族
の
女
性
問
題
に
関
わ
る
文
章
も
あ

る
が
、
多
く
は
各
種
の
新
聞

・
雑
誌
上
に
散
在

す
る
。
換
言
す
れ
ば
、
少
数
民
族
の
女
性
問
題

研
究
は
比
較
的
手
薄
で
あ
り
、
集
約
さ
れ
た
形

式
の
も
の
は
な
い
と
も
い
え
る
。
そ
れ
ゆ
え
『中

国
少
数
民
族
婦
女
問
題
研
究
』
を
出
版
す
る
こ

と
は
、
折
よ
く
少
数
民
族
女
性
問
題
研
究
の
空

白
を
埋
め
る
こ
と
で
あ
り
、
歓
喜
に
値
す
る
こ

と
で
あ
る
と

い
え
よ
う
。

『中
国
少
数
民
族
婦
女
問
題
研
究
』
に
は
全

部
で
二
六
編
の
論
文
が
収
め
ら
れ
、
そ
の
う
ち

宗
教
学
の
視
点
か
ら
イ
ス
ラ
ム
教
民
族
の
女
性

観
を
検
討
し
た

「従

"古
蘭
経
"
看
伊
斯
蘭
教

的
婦
女
観
」
(
コ
ー
ラ
ン
か
ら
見
た
イ
ス
ラ
ム

教
の
女
性
観
)
(丁
宏
著
)
、
ま
た
例
え
ば

「草

原
婚
礼
啓
示
録

兼
談
蒙
古
族
婚
礼
歌
中
的

女
性
命
運
主
題
」
(草
原
婚
礼
啓
示
録

モ

ン
ゴ
ル
族
の
婚
礼
歌
に
お
け
る
女
性
の
運
命
を

テ
ー
マ
と
し
て
)
(烏
蘭
傑
著
)
、
「当
代
中
国

的
愛
、
性
及
新
式
音
楽
」

(現
代
中
国
の
愛

・

性

・
新
し
い
音
楽
)
(米
国

"
桐
真
明

・
関
辛

秋
著
)
は
民
俗
文
化
の
観
点
か
ら
中
国
少
数
民

族
の
女
性
の
運
命
を
研
究
し
た
論
文
で
あ
る
。

さ
ら
に
は
少
数
民
族
女
性
教
育
問
題
、
就
労
問

題
、
女
性
人
口
流
動
問
題
、
文
盲
現
象
な
ど
に

つ
い
て
詳
述
し
た
論
文
が
多
く
、
例
え
ば

「少

数
民
族
地
区
女
性
文
化
教
育
問
題
初
探
」
(少

数
民
族
地
区
女
性
文
化
教
育
問
題
入
門
)
(包

玉
琴
著
)
、
「浅
論
少
数
民
族
婦
女
就
業
保
護
問

題
」
(概
説

少
数
民
族
女
性
就
労
保
護
問
題
)

(李
嵐
著
)、
「浅
析
流
入
北
京
就
業
的
朝
鮮
族

婦
女
状
況
」

(北
京

へ
流
入

・
就
労
す
る
朝
鮮

族
女
性
状
況
の
分
析
)
(鄭
玉
順
、
張
型
著
著
)

な
ど
が
あ
る
。
こ
の
論
文
集
は
歴
史
学
、
宗
教

学
、
民
俗
学
、
社
会
学
、
教
育
学
の
観
点
か
ら

少
数
民
族
の
女
性
問
題
に
対
し
て
綜
合
的
な
研

究
を
行

っ
た
集
大
成
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

こ
の
論
文
集
に
お

い
て
、
特
に
以
下
二
編
の

論
著
を
紹
介
す
る
。

一
つ
は
チ
ベ
ッ
ト
学
者
の

格
桑
達
吉

・
喜
饒
尼
璃
が
著
し
た

「試
析
西
蔵

婦
女
地
位
的
変
遷
」

(チ
ベ
ッ
ト
女
性
地
位
変

遷
の
分
析
)
で
あ
り
、
二
つ
に
は
謝
寧
が
著
し

た

『加
速
発
展
我
国
少
数
民
族
女
性
教
育
問
題

的
対
策
研
究
」

(中
国
少
数
民
族
女
性
教
育
問

題
の
発
展
を
加
速
す
る
対
策

・
研
究
)
で
あ
る
。

「試
析
西
蔵
婦
女
地
位
的
変
遷
』
は
六
つ
の

章
か
ら
な
り
、
チ
ベ

ッ
ト
女
性
の
地
位
の
変
遷

に
対
し
系
統
的
に
論
述
し
て
い
る
。
第

一
章
チ

ベ
ッ
ト
女
性
の
歴
史
的
解
放
、
第
二
章
チ
ベ
ッ

ト
女
性
の
法
律
的
な
地
位
、
第
三
章
チ
ベ
ッ
ト

女
性
の
宗
教
的
生
活

に
お
け
る
地
位
、
第
四
章

チ
ベ
ッ
ト
女
性
の
経
済
的
な
地
位
、
第
五
章
チ

ベ
ッ
ト
女
性
の
婚
姻
及
び
家
庭
に
お
け
る
地

位
、
第
六
章
結
び
、
参
考
文
献

・
注
釈
と
な
っ

て
い
る
。

第

一
章
の
チ
ベ

ッ
ト
女
性
の
歴
史
的
解
放

は
、
主
に

一
九
五
九
年
、
チ
ベ
ッ
ト
に
お
い
て

封
建
的
な
農
奴
制
を
廃
止
し
、
民
主
的
改
革
を

実
行
し
て
以
来
の
チ
ベ
ッ
ト
女
性
の
政
治

・
経
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済

・
文
化
教
育

・
社
会
生
活
な
ど
に
お
け
る
変

化
を
紹
介

し
て
い
る
。
例
え
ば

「人
口
に
応
じ

た
土
地
分
配
」
の
原
則
の
下
で
、
女
性
と
男
性

が
平
等

に
土
地
や
草
原
を
分
け
ら
れ
、
「中
華

人
民
共
和
国
選
挙
法
』
の
規
定
の
下
で
、
女
性

も
男
性
と
同
様
に
選
挙
権
を
得
て
、
そ
れ
に
よ

っ
て
歴
史
的
に
チ
ベ
ッ
ト
女
性
、
特
に
農
奴
階

級
の
女
性

に
は
何
ら
社
会
的
地
位
が
与
え
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
も
の
が
変
化
し
た
。

第
二
章
は
チ
ベ
ッ
ト
女
性
の
法
律
的
な
地
位

に
つ
い
て
、
即
ち
紀
元
七
世
紀
の
吐
蕃
王
朝
の

開
始
か
ら

一
九
九
〇
年
代
に
至
る
時
期
に
お
け

る
チ
ベ
ッ
ト
女
性
の
地
位
に
つ
い
て
詳
細
に
回

顧
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
十
七
世
紀
以
来
、
異

な
っ
た
階
級
に
置
か
れ
た
チ
ベ
ッ
ト
女
性
の
運

命
に
対
し
て
詳
細
な
説
明
を
加
え
、
ま
た

一
九

五
〇
年
代
以
後
の
チ
ベ
ッ
ト
女
性
の
地
位
の
変

化
に
対
し
て
具
体
的
な
説
明
を
し
て
い
る
。

第
三
章
は
チ
ベ
ッ
ト
女
性
の
宗
教
的
生
活
に

お
け
る
地
位
に
つ
い
て
、
チ
ベ
ッ
ト
修
道
尼
が

チ
ベ
ッ
ト
伝
来
仏
教
史
上
に
お
い
て
重
要
な
位

置
を
占
め
て
い
る
こ
と
を
多
く
の
事
例
を
も
っ

て
説
明
し
、
ま
た
女
性
が
仏
教
文
化
に
お
い
て

蔑
視
さ
れ
た
宗
教
的
背
景
が
あ
っ
た
こ
と
を
指

摘
し
た
。

第
四
章
は
チ
ベ
ッ
ト
女
性
の
経
済
的
地
位
に

つ
い
て
、
チ
ベ
ッ
ト
封
建
農
奴
制
度
の
下
に
チ

ベ
ッ
ト
女
性
が
従
事
し
た
経
済
的
活
動
と
そ
の

置
か
れ
て
い
た
経
済
的
地
位
に
つ
い
て
解
明

し
、
同
時
に
多
く
の
デ
ー
タ
を
用
い
て

一
九
五

〇
年
代
に
開
始
さ
れ

一
九
九
〇
年
代
に
至
る
チ

ベ
ッ
ト
女
性
の
就
労
や
、
社
会
活
動
等
に
お
け

る
根
本
的
な
変
化
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

第
五
章
は
チ
ベ
ッ
ト
女
性
の
婚
姻
及
び
家
庭

に
お
け
る
地
位
に
つ
い
て
、
社
会
的
、
政
治
経

済
的
な
影
響
の
下
で
、
旧
チ
ベ
ッ
ト
の
い
く
つ

か
の
婚
姻
形
式

や
家
庭
様
式
を
詳
し
く
紹
介

し
、
チ
ベ
ッ
ト
女
性
が
家
庭
で
置
か
れ
た
地
位
、

財
産
相
続
権
に
つ
い
て
分
析
し
て
い
る
。
ま
た

一
九
五
〇
年
代
以
来
の
チ
ベ
ッ
ト
女
性
の
家
庭

内
の
地
位
の
変
化
、
例
え
ば
女
性
の
世
帯
主
が

全
国
レ
ベ
ル
よ
り
も
高
い
比
率
と
な
っ
て
い
る

こ
と
、
女
性
の
出
産
に
対
す
る
考
え
の
変
化
な

ど
に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

第
六
章
の
結
び
は
チ
ベ
ッ
ト
女
性
の
地
位
の

変
遷
に
お
け
る
政
治
お
よ
び
文
化
的
な
背
景
を

指
摘
し
、
同
時
に
チ
ベ
ッ
ト
女
性
問
題
研
究
に

対
し
て
、
さ
ら
に
多
く
の
空
白
部
分
を
埋
め
な

く

て
は
な

ら
な

い
こ
と
を

示
し

て

い
る
。

近
年

、

チ

ベ

ッ
ト
学

研
究

は

中
国

お

よ
び
世

界

の
関

係
機

関

の
人

々

に
重

視

さ
れ

て

い
る
。

併

せ

て
多

大

な
成

果

を
生

ん

で
お
り

、
例
え

ば

こ

の
論

文

の
中

で
取
り

上

げ
ら

れ

て

い
る
チ

ベ

ッ
ト
女

性
研
究

の
著
述

「智

慧
的

女
性

」
、

『神

秘

的

女

性
」
、

「空

母

行
』

等

、

あ

る

い
は

じロ
゜

審

=
①
「
の

「評

婦
女

在
仏

教

地
西

蔵
的

作
用

』
、

A
n
n
e
C
.
C
lin
e
6
'

r原

始

的

貞

潔

与

日

常

生

活
l
I
高

尚
的

女

性
象
徴

及

西
蔵

婦
女
」

等

で

あ

る
。

し
か

し
、

こ

の
論
文

の
二
名

の
チ

ベ

ッ

ト

の
作
者

が
指

摘

す

る
よ
う

に
、

チ

ベ

ッ
ト

文

資

料

の
発

掘

は
人

々

の
注
意

を
惹

き
始

め
た

ば

か
り

で
あ

り
、

多

く

の
研
究

は
未

だ
初
歩

的

な

状

態

に
置

か

れ

て

い
る

と

い
え

よ

う
。

評
者

は

「試

析
西

蔵
婦

女
地

位
的

変

遷
」

に

は
以

下

の

い
く

つ
か

の
特

徴

が
あ

る

と
考

え

る
。
第

一
に
大

量

の
チ

ベ

ッ
ト
語

原
典

の
文
献

を

引

用
し

て

い
る

こ
と

で
あ

る
。
結

び

の
部
分

を

除

く
全
文

の
各

論

述

に
お

い
て
、

一
つ
の
観

点

を

解

明

し

て

一
つ

の
現

象

を

説

明

す

る
時

に
、

チ

ベ

ッ
ト
語

の
原

典

を
引

用

し

て

い
る
。

例

え
ば

「西

蔵
古

代
法

典
」
、

「
狩
猪
法

」
、

「十

六
法

』
等

で
あ
り

、
同

時

に
チ

ベ

ッ
ト
族

固
有
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の
言
語

の
解
釈

か

ら
着
手

し

て
、

チ

ベ

ッ
ト
族

特
有

の
文

化

的
現

象
を

説
明

し

て

い
る
。

例
え

ば

「
摩

覚

"
ヨ
。
・°q
8
α
」

(修

道

尼
)
、

「札

介

H
.]
:
tz
a
b
-je
-p
a
d

(養

子

)

な
ど

で
あ

る

。
第

二

に
論

述

の
中

で
大

量

の
統

計

デ

ー

タ
を

用

い
、

チ

ベ

ッ
ト
女

性

の
社
会

生
活

の
各

方

面

に

お
け

る
変
化

を
強

調

し
、
各

部

分

に
は

五
〇
年

代

か

ら
九

〇
年
代

の
各

年
代

の
デ

ー
タ
を

使

用

し
、
読
者

に
根
拠

を
与

え

て

い
る
。

ま

た
同
時

に
、

こ
れ

ら

の
数

値

は

チ

ベ

ッ
ト
問

題
研

究
者

に
も
有
益

で
参
考

と

な

ろ
う

。
第

三

に
こ

の
論

文

は

「
チ

ベ

ッ
ト
女

性

の
地
位

の
変

遷
」

と

い

う

テ

ー

マ
を

め

ぐ

っ
て
、

政

治

・
宗

教

・
経

済

・
家

庭

・
婚
姻

の
各

観
点

か

ら

チ

ベ

ッ
ト
全

体

の
社

会
特

有

の
文

化
様
式

が
呈
示

さ

れ
る
も

の
と

な

っ
た
。
特

筆

さ

れ
る

こ
と

は
、

こ

の
論

文

の
二
名

の
著
者

は

と
も

に
チ

ベ

ッ
ト
族

の
学

者

で
あ
り

、
自

ら

の
民
族

文
化

に
対

す

る
深

い

理
解

が
彼

ら

の
言
葉

遣

い
に
現

れ

て

い
る
。

同

時

に
そ

の
文

章

の
風
格

に
は
文

学
作

品

の
よ
う

な

感
化

す

る
力

が
あ

り
、

一
般

の
学

術
書

に
あ

る
よ
う

な
無

味
乾

燥

な
感

じ
を

与
え

な

い
。

ま

た
評
者
自

身

も
大

い
に
参
考

と

す

る
と

こ

ろ
で

あ

る

。
現
在

チ

ベ

ッ
ト
研
究

は

尚
、

発
展

段

階

に
置
か
れ
て
い
る
が
、
こ
の
論
文
は
ま
ぎ
れ
も

な
く
優
れ
た
力
作
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

次
に
紹
介
す
る
の
は
謝
寧
氏
が
著
わ
し
た

「加
速
発
展
我
国
少
数
民
族
女
性
教
育
問
題
的

対
策
研
究
』
で
あ
る
。
こ
の
論
文
は
社
会
学
の

方
法
を
用
い
て
お
り
、
六
つ
の
部
分
に
分
け
ら

れ
、
中
国
少
数
民
族
の
女
性
教
育
の
現
状
を
紹

介
し
、
分
析
を
加
え
、
ま
た
問
題
解
決
の
た
め

の
対
策
を
講
じ
て
い
る
。

第

一
章
は
中
国
の
少
数
民
族
女
性
の
発
展
の

状
況
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
著
者
は

「少
数

民
族
婦
女
人
口
増
長
的
数
据
」
(
一
九
九
〇
年
)、

「少
数
民
族
婦
女
在
婚
姻
、
生
育
、
児
童
予
期

寿
命
、
文
盲
率
、
文
化
教
育
水
準
、
生
活
質
量

指
数
上
優
於
漢
族
的
統
据
数
据
」
(
一
九
九
〇

年
)
及
び

「中
国
少
数
民
族
婦
女
教
育
成
就
和

従
業
状
況
」
(
一
九
九
〇
年
)
の
統
計
デ
ー
タ

を
用
い
て
、
以
下
の
よ
う
な
現
状
を
示
し
た
。

①

少
数
民
族
の
女
性
総
人
口
は
全
中
国
の

女
性
人
口
の
八
・
=

%
を
占
め
、
少
数
民
族

の
総
人
口
の
四
八
・七

一
%
を
占
め
る
。
ま
た

一
九
九
〇
年
の
少
数
民
族
の
女
性
人
口
は

一
九

八
二
年
に
比
べ
て
三
四
・八
%
増
加
し
、

一
九

八
二
年
か
ら

一
九
九
〇
年
の
年
平
均
増
加
率
は

三
・八
%
で
あ
り
、
さ
ら
に
少
数
民
族
の
○
ー

十
四
歳
女
子
は
全
中
国
○
ー
十
四
歳
女
子
人
口

X

1
0
.
1
五
%
を
占
め
る
。

②

初
婚
年
齢
に
お
い
て
、
漢
族
の
初
婚
年

齢
よ
り
も
遅
い
少
数
民
族
は
七
民
族
。
女
性
の

出
産
率
が
漢
族
よ
り
も
低
い
少
数
民
族
は
七
民

族
。
少
数
民
族
の
女
性

一
人
が
平
均
四
人
以
上

の
子
供
を
育
て
る
民
族
は
八
民
族
あ
り
、
漢
族

女
性

一
人
が
育
て
る
子
供
の
数
は
中
国
の
民
族

中
の
第
九
位
。
成
人
女
性
の
文
盲
率
で
は
五
民

族

(朝
鮮
、
満
、
カ
ザ
フ
、
モ
ン
ゴ
ル
、
チ
ワ

ン
)
の
文
盲
率
が
漢
族
よ
り
も
低
い
。
「文
化

教
育
綜
合
平
均
値
」
は
三
民
族

(朝
鮮
、
満
、

モ
ン
ゴ
ル
)
の
女
性
が
漢
族
の
女
性
よ
り
も
高

い
。
各
専
門
技
術
者

の
中
に
お
い
て
、
五
少
数

民
族

(モ
ン
ゴ
ル
、
回
、
朝
鮮
、
満
、
カ
ザ
フ
)

の
女
性
の
比
率
は
漢
族
の
女
性
よ
り
も
高
い
。

第
二
章
は
中
国
少
数
民
族
女
性
教
育
の
中
に

存
在
す
る
主
要
な
問
題
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て

い
る
。
「全
国
文
盲
、
未
入
学
学
齢
児
童
的
人

口
分
布
」
(
一
九
九
〇
年
)
お
よ
び

「甘
粛
、

青
海
、寧
夏
小
学
未
入
学
学
齢
女
童
比
例
比
較
」

(
一
九
九
〇
年
)
の
二
つ
の
統
計
が
示
す
と
こ

ろ
で
は
、
少
数
民
族

の
七
ー
十

一
歳
の
未
就
学
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女
子
児
童

の
総
数
は
全
国
の
未
就
学
女
子
児
童

総
数

の
八
六
・四
%
を
占
め
る
。
ま
た
甘
粛
、

青
海
、
寧
夏
の
三
つ
の
省

・
区
に
お
け
る
未
就

学

(小
学
校
)
の
女
子
児
童
は
、
三
つ
の
省

・

区
に
お
け
る
未
就
学
児
童
総
数
の
そ
れ
ぞ
れ
八

五
・七
%
、
五
八
・八
九
%
、
九
四
・六
三
%
を

占
め
る
。

第
三
章
は
中
国
少
数
民
族
女
子
児
童
教
育
の

重
要
性
に
つ
い
て
述
べ
、
女
性
の
素
養
の
向
上

が
民
族
全
体
の
素
養
を
向
上
す
る
こ
と
を
強
調

し
て
い
る
。

第
四
章
は
中
国
少
数
民
族
の
女
子
児
童
の
就

学
難
に

つ
い
て
述
べ
、様
々
な
原
因
を
分
析
し
、

経
済
発
展

・
交
通
条
件

・
教
育
経
費

・
価
値
観

念

・
教
学
方
法
等
の
客
観
的
お
よ
び
主
観
的
な

原
因
か
ら
、
少
数
民
族
女
子
児
童
の
就
学
に
お

け
る
様

々
な
障
害
を
分
析
し
た
。

第
五
章
は
中
国
少
数
民
族
女
子
児
童
の
就
学

難
を
解
決
す
る
措
置
に
つ
い
て
述
べ
、
国
家
に

よ
る
政
策
の
制
定
か
ら
具
体
的
な
実
施
に
移
す

こ
と
、
貧
困
の
改
善
か
ら
少
数
民
族
地
区
の
義

務
教
育
を
進
め
る
こ
と
、
教
育
体
制
の
管
理
お

よ
び
改
革
か
ら
伝
統
的
な
観
念
を
新
た
な
も
の

へ
と
変
革
す
る
こ
と
に
よ
り
、
少
数
民
族
地
区

の
女
子

児
童

の
就

学

難

の
現
状

を
変

え

て

い
く

こ
と
を

述

べ
た

。

最
後

の
結

び
部

分

は
、

中
国

の
各

種
事

業

の

改

革

の
遅

れ
が

、
文

盲

の
滞
留

と

り
わ

け
少
数

民

族

の
女
子

児
童

の
教
育

に
現

れ

て

い
る

こ
と

を

示

し
た

。

こ
の
論

文

は
厳

し

い
現

実
を

指
摘

し
た
。
①

中

国

の
文
盲

率

が
高

い

(世
界

の
文

盲

の
四

分

の

一
を

占

め

る
)
。
②

大

学

生

が

人

口

に
占

め

る
比
率

が

低

い

(
一
九

八
四
年

数
値

で
、

中

国

は

一
万

人

中

=

二
・
八
人

、

イ

ン
ド

は
七
七

・六

人
、

ア
メ
リ

カ
は

一
七
九

・
五
人

、

日
本

は
二

〇
〇

・
六
人

、

オ

ラ

ン
ダ

は

二
七

〇

・

四
人

)
。

ま

た
、

「人

の

"
開

発

"
」

研
究

が
新

世

紀

の
研
究

の
重

要

な
構
成

部

分

で
あ

る
が

、

人

類

の
半

分

の
人

口
即
ち
女

性

の

"
開
発

"

に

関

す

る
研
究

は
必

ず

し
も
十

分

に
認

識

さ
れ

て

い
な

い
こ
と

に
言

及

し

て

い
る
。

こ

の
論

文

の

終

わ
り

の
部

分

で
、

一
つ

の
国

の
物
質

的

文
化

お

よ
び
精

神

的
文

化

の
発
展

レ
ベ

ル
を
判

断
す

る
に
は

、
女
性

他

で
も

な

く
そ

の
国

の
人

口

の
半

分

を

占

め

る

の
資

質

が
如

何

に

"
開

発

"
さ

れ

て

い
る
か

に
あ

る

と
指

摘

し

て

い
る
。

『
加
速

発

展

我

国
少

数

民

族

女

性
教

育

問

題

的
対
策
研
究
』
に
は
二
つ
の
顕
著
な
特
徴
が
あ

る
。
第

一
は
社
会
学
的
な
統
計
を
用
い
る
方
法

を
と
り
、
膨
大
な
デ
ー
タ
を
挙
げ
、
著
者
の
述

べ
よ
う
と
す
る
事
実
が
読
者
に

一
目
瞭
然
に
伝

わ

っ
て
く
る
。
第
二
に
著
者
は
比
較
し
て
検
討

す
る
方
法
を
採
り
、
①
デ
ー
タ
ー
少
数
民
族
女

性
と
漢
族
女
性
の
各
方
面
に
お
け
る
比
較
、
②

比
較
分
析
ー
例
え
ば
第
五
章
で
用
い
ら
れ
た
発

展
途
上
国
の
教
育
費
用
の
比
率
は
平
均
四
・

一
%
で
あ
る
こ
と
は
、
中
国
は
従
来
よ
り
二
・

四
二
%
前
後
を
上
下
す
る
苦
境
に
あ
る
こ
と
を

説
明
し
て
い
る
。
上
述
し
た
デ
ー
タ
お
よ
び
比

較
分
析
と
い
う
二
通
り
の
論
証
を
経
て
、
読
者

に
そ
の
根
拠
と
筋
道
を
示
し
て
い
る
。
同
時
に

著
者
は
少
数
民
族
の
女
子
児
童
の
就
学
難
の
現

状
を
指
摘
す
る
際
に
、
少
数
民
族
の
女
性
全
体

の
レ
ベ
ル
に
対
し
て
の
根
拠
と
な
る
客
観
的
な

見
通
し
を
重
視
し
て
い
る
。
例
え
ば
第

一
章
で

用
い
ら
れ
て
い
る
デ
ー
タ
は
、
多
く
の
少
数
民

族
の
女
性
が
受
け
る
教
育
の
レ
ベ
ル
や
各
種
専

門
技
術
を
修
得
す
る
レ
ベ
ル
が
漢
族
女
性
の
水

準
を
遙
か
に
越
え
て
い
る
と
い
う
事
実
を
示
し

て
お
り
、
著
者
は
今
後
の
少
数
民
族
の
女
性
教

育
工
作
に
対
す
る
楽
観
的
な
立
場
を
表
明
し
て
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い
る
。
概
し
て
言
え
ば
、
こ
の
論
文
は
国
内
外

の
読
者

や
学
者
が
中
国
少
数
民
族
の
女
性
全
体

の
状
況
を
理
解
す
る
上
で
大
き
な
手
助
け
と
な

ろ
う
。
ま
た
膨
大
な
統
計
デ
ー
タ
も
参
考
に
で

き
れ
ば
か
な
り
の
価
値
が
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
マ

ク
ロ
的
な
視
点
か
ら
少
数
民
族
の
女
性
問
題
を

研
究
し
た
論
文
で
あ
る
。
著
者
の
謝
寧
氏
は
、

そ
の
他

に
も
、
『面
向
二

一
世
紀
基
礎
教
育
和

民
族
教
育
』

(二
十

一
世
紀
に
向
け
て
の
基
礎

教
育
と
民
族
教
育
)
等
の
専
門
的
な
論
著
を
出

し
て
い
る
。

中
央
民
族
大
学
中
国
少
数
民
族
女
性
研
究
セ

ン
タ
ー
が
編
集
す
る

『中
国
少
数
民
族
婦
女
問

題
研
究
』
の
中
に
お
い
て
、
さ
ら
に
日
本
の
読

者
に
紹
介
し
た
い
文
章
が
あ
る
が
、
紙
幅
の
関

係
で
、
上
述
し
た
二
編
の
論
文
の
み
を
主
と
し

て
紹
介
し
た
。

一
九
九
五
年
は
国
連
が
成
立
し
て
五
十
周
年

　
　

　

で
あ
り
、
「国
際
婦
人
年
」
の
二
十
周
年
で
も

ム
　

　

あ
り
、
ま
た

「ナ
イ
ロ
ビ
将
来
戦
略
」
が
採
択

さ
れ
て
十
周
年
の
年
で
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

意
義
を
持

っ
た

一
九
九
五
年
九
月
四
日
ー
十
五

日
に
北
京
で
開
催
さ
れ
た
第
四
回
世
界
女
性
会

議
は
、
中
国
の
各
民
族
の
女
性
お
よ
び
世
界
各

国
の
女
性
の
た
め
に
、
"平
等
"

・
"開
発
"
・

"平
和
"
な
ど
の
事
業
に
新
た
な
息
吹
を
吹
き

込
み
、
世
界
の
人
口
の
半
分
を
占
め
る
女
性
の

教
育

・
開
発
の
追
求
の
た
め
に
、
新
た
な
テ
ー

マ
を
示
し
た
。
こ
の
よ
う
な
原
動
力
の
下
に
、

『中
国
少
数
民
族
婦
女
問
題
研
究
』
を
出
版
す

る
こ
と
は
、
ま
ぎ
れ
も
な
く
少
数
民
族
の
女
性

問
題
研
究
や
民
族
問
題
研
究
者
に
と

っ
て
大
き

な
力
と
な
ろ
う
。
評
者
は
中
日
両
国
の
少
数
民

族
女
性
問
題
研
究
の
専
門
家
に
よ
っ
て
今
後
と

も
さ
ら
に
優
れ
た
論
著
が
世
に
問
わ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
た
い
。

〈
1
>

国
際
婦
人
年

で
あ
る

一
九
七
五
年

に
、
第

一
回
世
界
女
性
会
議
が
メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
で
開

催

さ
れ
た
。

〈
2
>

一
九

八
五
年

に
第

三
回
世

界
女
性
会

議

(婦
人

の
十
年

最
終
年
世
界
女
性
会
議
)
が

ナ

イ

ロ
ビ

で
開

か
れ
、

「西
暦

二
〇
〇
〇
年

に
向

け

て

の
女
性

の
地
位
向

上

の
た
め

の
将
来

戦

略
」
を
採
択

し
た
。

(邦
訳

藤
森

猛
)

254


